
第1章　序論
　カヤネズミ（Micromys minutus）は、本州以南
に分布する、国内最小の齧歯類である。本種は茅原

（イネ科高茎草本が生育する草地）に生息し、草本
類の葉を編んで植物体の地上部に直径８－10cm の
球形の巣を作り、子育てを行うという、ネズミ科で
は極めて稀な生態を有する。
　かつて人々にとって茅原は、屋根材や家畜の飼料、
緑肥などの生活の資源を得る場所であった。しかし、
近年の都市開発と農業の近代化により草地の経済価
値が消失し、草地面積が減少し続けた結果、多くの
草地性の動植物が絶滅の危機に直面している。カヤ
ネズミもその一種であり、国内 23 都府県のレッド
データブックに記載され、個体群保護の要件として
生息地保全の重要性が指摘される。しかし保全策を
立てるために必要となる生態や生息状況は十分に把
握されていない。
　カヤネズミは営巣の際、葉を植物体から切り離さ
ずに編むため、営巣場所は草地の質的な変化の影響
を受けやすい。そこで、本種の営巣特性を明らかに
し、それを活用することで、適切な生息地の保全策
が提示できるのではないかと考えた。本種の巣は特
徴的で同定が容易であり、巣の確認により生息状況
の把握が可能である。また巣の増減は、生息地の保
全効果を知る簡便な指標となる。急速な減少が危惧
される本種の生息場所を保護することは、本種の食
物連鎖に直接つらなる生態系の上位種の命を守るだ
けでなく、草地を利用する他の多くの野生生物の生
息地を維持することになり、草地生態系の生物多様
性保全に貢献することが期待される。
　本論文は全５章で構成される。第２章では、営巣
特性を中心に基本的な生態を明らかにした。第３章
では、営巣特性と関連させて、カヤネズミが営巣場
所をどのようなルールで選んでいるのかについて検
証した。第４章では、草地管理の標準的な手法のひ
とつである刈り取りのスケジュールを操作すること
により、営巣場所の安定的な維持と保全の効果を検
証した。第５章では本研究の成果のまとめを行った。

第2章　�カヤネズミの国内の生息状況と巣
の特徴

　まず、カヤネズミの国内の生息状況を把握する
ために、1999－2001 年にアンケート調査を行った。

その結果、沖縄県を除く宮城県以南の１都２府 37
県 328 地点で生息情報を得た（図１）。様々な草地
環境が営巣場所に利用されていたが、最も多く巣
が見つかったのは河川敷・堤防で、休耕・耕作放
棄地がそれに次いだ。営巣期間はおおむね５月か
ら 11 月であった。繁殖は秋に集中する傾向があっ
た。営巣植物はイネ科を中心に６科 28 種が記録さ
れ、イネ科植物が主要な巣材であることが示唆され
た。特にオギ（Miscanthus sacchariflorus）とスス
キ（Miscanthus sinensis）は、毎年記録数が突出し
て多かった。
　カヤネズミの本来の生息地は、河川や湖沼地帯に
成立する湿性草原であるが、耕作地などの人為的な
影響下にある乾燥した草地にも生息する。本種は営
巣の際、生きた葉を植物体から切り離さずに編むの
で、生息地の浸水頻度は、巣の高さや巣材として用
いる植物種に違いをもたらしている可能性がある。
そこで、カヤネズミの営巣の特徴を把握するために、
1999－2005 年に浸水頻度と植生の異なる３タイプ
の生息地（河川敷、湿地、定期的な刈り取りが行わ
れる堤防）において、営巣特性（営巣植物、巣の構
造、巣高と植物高、巣の耐久期間）を調べた。それ
ぞれの生息地の優占草種を反映して、様々な草本植
物が営巣に利用されていたが、いずれの生息地でも
主な巣材はイネ科高茎草本であった。巣は１種類の
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図 1．カヤネズミの分布
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植物で作られた「単材巣」と、複数の種類の植物で
作られた「混合巣」の２つのタイプが見つかった。
混合巣は堤防でよく見つかり、その多くはイネ科高
茎草本とイネ科低茎草本を組み合わせて作られてい
た。それぞれの調査地において、営巣に利用された
植物種間で、植物高および巣高に有意な差があった

（図２）。さらに、それぞれの植物種において、植物
高と巣高には有意な正の相関があった。すなわち、
巣高の違いは主に植物の高さの違いによってもたら
されると考えられる。全ての巣は８週間以内に崩壊
したが、低茎草本に作られた巣の多くは４週間以内
に壊れ、イネ科高茎草本に作られた巣の方が寿命が
長く、耐久性に優れていることがわかった。高茎草
本は草丈が十分に高く、かつ巣を維持する期間も長
いので、カヤネズミにとって安全な営巣場所である
と考えられる。また、湿地では繁殖期後の冬に新し
い巣が見つかった。これらの巣は湿地周辺部のスス
キなどの低い位置に作られており、カヤネズミは主
な巣材であるイネ科高茎草本が枯れる冬には、寒さ
を避けるために、日当たりの良い場所のイネ科群落
に巣を作って過ごすと考えられる。

第3章　�カヤネズミの生息適地を決める要
因と生息場所の選択

　第２章の結果から、巣が多く見つかった環境や、
営巣に利用された植物の種類には偏りがあり、一見
似通った草地環境にも、カヤネズミにとって好適な
生息環境や営巣場所が存在することが示唆された。
そこで、前章で明らかにされた本種の生息環境や営
巣特性を踏まえて、生息適地を決める要因と生息場
所の選択について検証した。
　生息適地を決める要因を把握するためには、対象
種の分布情報と生息場所の周辺の環境を含む広域的
スケールでの評価が必要となる。そこで、広域で
カヤネズミの生息が確認されている滋賀において、
2003－2004 年に様々な環境における 122 地点のイ
ネ科草地で、巣の有無、地形・土地利用、河川から
の距離、優占種および営巣植物を調べ、各要因を数
量化Ⅱ類で評価した。その結果、樹林地の面積と河
川・池・湖等緑地帯の面積が大きく、農耕地の面積
が小さい環境が、本種の生息に適していることが示
唆された。一年生イネ科が優占する環境は、負の影
響として顕著であった（図３）。樹林地の割合が高
いことが生息にプラスになる理由としては、山地の
生息地には耕作放棄地が多く、高茎草地が成立する
環境が保たれやすいのに対し、平野部の休耕地は
ローテーションによりすぐに耕作されてしまうから
だと考えられる。また、河川からの直線距離と巣の
分布状況については、それぞれの調査ルートで不連
続に巣が確認されたことから、過去に河川沿いに分
布を広げたものの、現在は道路等で生息地が分断さ
れ、孤立している可能性が示唆された。
　生息場所の選択には、植物群落や営巣植物種といっ
た、小さいスケールで評価を行う必要がある。そこで、
経年調査で比較的安定した生息が確認されている淀
川河川敷において、2004 年の春 15 地点と秋８地点で、
巣の有無、営巣植物および植物群落の優占種を調べ

図２．主な営巣植物種間の植物高、巣高、相対営巣
位置の比較
異なるアルファベットは植物種間の有意差を示す。大文
字のアルファベットは植物種名を表す：A．オギ、J．セイ
バンモロコシ、F．エノコログサ、M．マコモ、C．ススキ、
S．スゲ

図３．カヤネズミの生息適地となる要因
棒グラフの数値はそれぞれの環境要因における、カヤネ
ズミの生息に対する影響度の大きさを示す。数値軸の
正方向は正の影響、負方向は負の影響を示す。
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た。その結果、営巣地点の優占種と営巣植物の利用
度は、春秋を通じてオギが最も高かった。また、オギ・
ヨシ群落が優占する高水敷のイネ科高茎草地が、カヤ
ネズミの好適な営巣環境として示された。オギ群落の
分布が少ない地域では営巣率は低くなり、カヤネズミ
の生息域内におけるオギ群落の維持が、本種の営巣
場所の保全に重要であることが確認された。

第4章　�植生の刈り取り操作による営巣地
保全

　実効性のある草地管理の手法を提示するため、実
際の河川管理で対応が可能な範囲で刈り取りスケ
ジュールを操作して、堤防上のカヤネズミの個体数増
加の効果を検証した。堤防のような浸水頻度の低い環
境下のイネ科高茎草地では、管理上年１－３回、機械
による一斉刈り取りが行われるため、カヤネズミの安
定的な個体群の存続が困難な状況となっている。そこ
で、通常年２回植生の全面刈りが行われる堤防におい
て、2004 －2005 年に春と秋に堤防を複数区画に分け、
堤防上に常に植生が残るように２－３週間隔で草を刈
り、営巣状況と植生の変化を調べた（図４）。その結
果、過去の年と比べて堤防全体の営巣期間が長くなり、
巣数が増えた。複数回に分けて草刈りを行うことによ
り、堤防上のハビタットの時間的連続性が保たれ、カ
ヤネズミにとって安定した生息環境が維持されたと考
えられた。春の刈り取り後は、刈り取られた区画の順に、
区画内のオギの草丈が１mを超えた時点で営巣が再開
され、その後は刈り残し区画に営巣が集中した。秋の
刈り取り後は、繁殖期間中（10 月）に除草された区画
では全く巣が見つからず、オギの草丈も回復しなかっ
た。繁殖期後（11－12 月）に刈り取られた区画では、
オギの成長は殆ど変化しなかったが、営巣数は春と比

べて減少した（図５）。巣高と植物高の関係および営
巣植物の種類について Manly 指数で評価したところ、
営巣には 120－160cm の草丈のオギが好まれ、80cm
以下のオギは避けられた（図６）。一年生イネ科草本も

図 4．堤防の刈り取り区画の配置（515m×20m）
A － CとI － IV は刈取区画。カッコは刈取月。

図５．巣数（棒グラフ）とオギの成長（標準偏差のバー
を伴う折れ線グラフ）の季節変化
各区画の植物高の折れ線グラフについては、10 月に刈
り取られた区画と刈り残された区画を分けて示した。a．
A 区、b．B 区、 c．C 区、d．I + III 区、e．II + IV 区

図６．調査地全体からサンプリングされたオギの草丈 (a)、
実際に営巣に利用されたオギの草丈 (b) および営巣場
所としてのオギの植物高に対するカヤネズミの好みを示し
た Manly 指数 (c)
実線はカヤネズミによる植物高の好みと回避の境界を表
す。値が 0.25（1/ データが属するクラスの数）よりも
上なら好まれ、下なら避けられたことを示す。白色の棒グ
ラフは 2004 年のデータ、灰色の棒グラフは 2005 年
のデータを示す。
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オギと同様に好まれたが、利用はオギの草丈が回復す
るまでの期間に集中した。営巣再開時のオギの草丈の
平均は、刈り取り月に関わらず 100cm を超えていた。
刈り取り月が遅いほど再生したオギの草丈は低くなり、
６月に刈り取りが行われた区画では、オギの草丈の伸
長は最適な営巣位置の下限近くで平衡に達した。以上
から、堤防を本種の安定した営巣場所として機能させ
るには、春の刈り取りは６月までに実施し、オギが 100
－120cm に達する期間をあけて段階的に刈り取りを行
うことが望ましいと考えられる。

第5章　総合考察
　本研究により、カヤネズミの生息には、土地利用
の形態に関わらず、主要な営巣場所となるイネ科高
茎草地が必要であることが明らかになった。営巣場
所はイネ科高茎草本に依存し、特にオギの選好性が
高い。したがって本種の生息地の保全計画を立てる
に際しては、オギ群落の保全を特に考慮することが
重要である。草地の管理に際しては、堤防のように
定期的な刈り取りが行われる場所では、営巣場所と
なるオギなどのイネ科高茎草本が営巣可能な草丈に
回復する日数を考慮して、複数回に分けて刈り取り
を行うことで、カヤネズミの個体群を保護する効果
的な植生管理が可能になると考えられる。現在、京
都府の木津川と東京都の平井川において、河川工事
や堤防管理に際し、カヤネズミの生息に配慮した段
階的な植生の刈り取りが行われている。また、国土
交通省淀川河川事務所では、カヤネズミの生態や刈
り取りの注意事項をわかりやすくまとめた堤防除草
マニュアルのチラシを配布するなど、手法の普及が
進められている。
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